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十
一
月
五
日
午
前
、
都
内
米
軍
横
田
基
地

に
到
着
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
駐
日
米
軍

兵
士
等
に
大
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
最
高
司
令
官

と
し
て
米
空
軍
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
演
説
。

日
本
国
内
で
献
身
的
に
任
務
を
遂
行
す
る
米
兵

に
対
す
る
労
い
の
言
葉
、
日
本
国
自
衛
隊
に

今
回
の
警
護
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
。
日
本
が
、
こ

れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
対
米
友
好
関
係
を

維
持
し
て
き
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
、
北
朝
鮮
問
題
解
決
へ
の

糸
口
を
見
出
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

横
田
基
地
で
の
演
説
で
も
個
人
名
や
国
名

は
口
に
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
現
在
の
不
安
定
な

世
界
情
勢
に
対
し

「
私
自
身
が
大
統
領
で
あ
る

限
り
、
資
金
、
力
、
人
材
に
お
い
て

『
強
い
ア

メ
リ
カ
』
が
勝
る
」
と
パ
ワ
フ
ル
か
つ
雄
弁
な
口

調
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

威
風
堂
々
た
る
王
者
の
風
格
を
見
せ
、
大
統
領

選
挙
で
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
偉
大
な
る
ア
メ
リ

カ
」
を
彷
彿
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

トランプ大統領初来日 !

イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
補
佐
官

　

十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

(

東
京
都
港
区
）
に
て
国
際
女
会
議W

A
W
!
2
0
1
7

が
開
催

さ
れ
た
。W

A
W
!

と
はW

o
r
l
d
 
A
s
s
e
m
b
l
y
 
f
o
r
 
W
o
m
e
n

の
略
称
で｢

ワ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

W
A
W
!

に
は
、
世
界
の
様
々
な
地
域
、
国
際
機
関
か
ら

女
性
の
分
野
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
、

日
本
及
び
世
界
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
議
論
を

行
う
。

　

こ
の
会
議
は
安
倍
政
権
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る

｢

女
性
が
輝
く
社
会
」
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

取
組
み
と
し
て2

0
1
4

年
か
ら
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
あ

る
。
今
回
が
四
回
目
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
当
会
代
表
の

徳
田
ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
も
出
席

し
た
。　

強
い
ア
メ
リ
カ

両首脳共同記者会見 ( 赤坂離宮にて）

　出典　外務省ウェブサイト

握手を交わす両国首脳 ( 赤坂離宮にて）

　出典　外務省ウェブサイト

　

六
日
午
前
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
都
内
に
あ
る

駐
日
米
国
大
使
公
邸
で
開
か
れ
た
日
米
の

経
済
人
と
の
会
合
に
出
席
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

界
で
長
年
の
実
績
を
誇
る
氏
は
、
対
日
貿
易

へ
の
苦
言
を
呈
し
た
。
「
日
本
と
の
間
に
年
間

7
0
0

億
ド
ル
も
の
貿
易
赤
字
を
抱
え
て
い
る
。

対
日
貿
易
は
自
由
で
は
な
く
、
互
恵
的
で
も

な
い
」
と
の
指
摘
を
し
た
。

　

自
動
車
分
野
に
お
け
る
貿
易
不
均
衡
を
具
体

的
に
あ
げ
、
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の
実
質
的

な
自
動
車
輸
出
は
な
い
」
と
の
指
摘
を
し
た
。

あ
く
ま
で
両
国
に
と
っ
て
公
平
と
な
る
貿
易
交

渉
の
開
始
を
求
め
た
。

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定(T

P
P

)

に
関
し
て

日
本
は
、
米
国
の
復
帰
を
求
め
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
合
に
お
い
て

「TP
P

は
正
し

い
考
え
方
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
貿
易
で

T
P

P
以
上
の
成
果
を
得
ら
れ
る
」
と
協
定
復

帰
に
は
否
定
的
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

経
済
人
と
の
会
合
を
終
え
た
後
、
皇
居
で

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
初
め
て
会
見
さ
れ
た
。

両
陛
下
が
現
職
の
米
大
統
領
と
会
わ
れ
る
の
は

十
四
年
四
月
に
国
賓
と
し
て
来
日
し
た

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
大
統
領
以
来
で
あ
る
。

　
対
日
赤
字
削
減
へ

霞ヶ関カンツリー倶楽部にてゴルフをする両首脳

　出典　外務省ウェブサイト

日米首脳会談 ( 赤坂離宮にて )

　出典　外務省ウェブサイト

　

六
日
午
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
家
族

と
も
面
会
し
、｢

拉
致
さ
れ
た
被
害
者
が
愛
す
る
人
々
の
元

に
戻
れ
る
よ
う
に
安
倍
首
相
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」

と
、
解
決
に
向
け
た
協
力
を
約
束
し
た
。

　

｢

北
朝
鮮
は
と
ん
で
も
な
い
不
名
誉
な
行
為
を
し
た
」
と

心
情
を
あ
ら
わ
に
し
た
が
、
拉
致
被
害
者
家
族
と
の
面
会

中
に
は
時
折
悲
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

安
倍
首
相
と
は
、
五
日
午
後
の
ゴ
ル
フ
外
交
を
含
め
、
六

日
ま
で
の
二
日
間
に
わ
た
り
充
実
し
た
会
談
が
行
わ
れ
た
。

議
論
の
中
心
は
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
北
朝
鮮
へ
厳
戒
な
姿
勢
で
臨
み
続
け
る
こ
と

が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
安
倍
首
相
と
も
、
最
大
の
圧

力
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

六
日
の
首
脳
会
談
、
拉
致
被
害
者
と
の
面
会
に
続
き
、

両
国
首
脳
に
よ
る
共
同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
、
拉
致
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
北
朝
鮮
が
一
日
も
早

く
被
害
者
を
帰
国
さ
せ
れ
ば
、
新
た
な
る
展
開
に
繋
が
る

と
の
見
解
を
述
べ
、
改
め
て
日
本
政
府
に
拉
致
被
害
者
に
対

す
る
尽
力
を
誓
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

「
こ
れ
ほ
ど
綿
密
な
首
脳
同
士
の

関
係
は
な
か
っ
た
」
と
今
回
の
訪
日
を
振
り
返
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
世
界
情
勢
は
緊
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け

に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
今
回
の
訪
日
を
評
価
し
た
こ
と
は
、

国
際
外
交
に
お
け
る
日
本
の
立
場
に
も
優
勢
に
働
く
で
あ
ろ

う
。

　　
北
朝
鮮
へ
は
日
米
協
力
で

赤坂離宮にて拉致被害者家族との面会

　出典　外務省ウェブサイト

握手を交わす両首脳 ( 赤坂離宮にて )

　出典　外務省ウェブサイト

国際女性会議 WAW!2017

安倍首相とイヴァンカ大統領補佐官

出展　外務省ウェブサイト　

　

今
年
のW

A
W
!

の
一
番
の
話
題
は
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大

統
領
補
佐
官(

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
長
女
）
の
参
加
で
あ
っ
た
。
同
会
議

の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
日
本
政
府
・
世
界
銀
行
共
催
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

｢

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
に
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

　

安
倍
首
相
に
紹
介
を
受
け
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
は
、
初
の
訪
日
の
感
想
を

述
べ
、
職
場
に
進
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
子
供
た
ち
や
家
族

を
守
る
女
性
の
パ
ワ
ー
は
、
社
会
の
発
展
と
明
る
い
未
来
に
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
述
べ
た
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
安
倍

首
相
に
称
え
、｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
ま
さ
に
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス(

w
o
m
e
n
/

女
性
とe

c
o
n
o
m
i
c
s
/

経
済
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）
。
女
性
の
社
会
で
の

活
躍
が
、
世
界
経
済
に
新
た
な
発
想
や
成
功
事
例
を
も
た
ら
し
て
い
る
」

と
評
価
し
た
。

　　

今
年
のW

A
W
!
2
0
1
7

で
は
、
「W

A
W
!
 
I
n
 
C
h
a
n
g
i
n
g
 
W
o
r
l
d

」
を
テ
ー

マ
と
し
、
変
化
す
る
世
界
に
お
い
て
女
性
が
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
戦
略

的
に
行
動
す
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

スシ ・ プジアストゥティ　インドネシア海洋水産大臣 ( 左 )

　

と徳田名誉総領事 ( 右 )

秋の園遊会

　　
　
　
　
　
　
　
　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
主
催
さ
れ
る
秋
の

　
　
　
　
　
　
　

園
遊
会
が
十
一
月
九
日
、
東
京
元
赤
坂
の
赤
坂

　
　
　
　
　
　
　

御
苑
で
開
か
れ
、
小
室
哲
哉
氏
、
リ
オ
・
パ
ラ

　
　
　
　
　
　
　

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
た
ち
約
二
千
人
が
招

　
　
　
　
　
　
　

待
さ
れ
た
。
日
本
経
営
者
同
友
会
代
表
の
徳
田

　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
も
多
数

　
　
　
　
　
　
　

の
招
待
客
と
歓
談
し
た
。

安倍昭恵首相夫人と
徳田名誉総領事

園遊会に御出席の皇室の皆様
出典　宮内庁ウェブサイト








